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影響 を与 える1-4>。下顎骨欠損症例では,た とえ















































気圧力 センサは,直 径20mm,厚さ4mmのスポ ン
ジ状で,透 明シー トによって密閉されている(図
1)。本センサのスポンジ状パ ッドに圧力が加わ
ると,パ ッ ドの形態がくずれ,そ の時に発生 した
空気圧がチューブを伝わ り高感度差動圧力 トラン

















を製作 した(図4)。 これを ミリングマシンスピ
ン ドル部に装着 し,ステンレス板に両面テープで
固定 した。センサの加圧部位に対 して垂直方向か
ら静荷重 を加 えた。加圧距離は,甲 状軟骨がセン
サ表面を滑走することを想定 して基準面から1㎜,












加 圧 部 位'
図6空 気 圧 力 セ ン サ を加 圧 して得 られ た電 位














す ることなく嚥下 させ るため,杏 仁豆腐 は20×
30×15mm,シフォンケーキは20×20×15nlmの大
きさに調整 した。各試験食品を咀咽 しないで嚥下
させ,試 作 した嚥下運動測定装置を用いて,甲 状
軟骨の動態 と運動時間を記録 した。実験 は各条件


























計 測 回 数
図7室 温による影響
24℃～28℃では安定している











嚥下障害の程度は,舌 の可動性 と舌の容積 とと
もに,食 塊を口蓋から咽頭へ搬送する際の舌圧の
程度 に影響 を受ける。Conleyl2>は,切除範囲が舌
の1／2以下で,舌 に限局 し,残存 した舌の創縁 を
縫縮 した場合は,嚥 下障害が生 じたとして も比較
的短期 間で回復す ると報告 している。 しか し,
LogemannandBytel1１３)は,舌を口腔底や口唇 と
縫合 した場合は,残 存する舌の運動が障害 される




















開発 し,嚥下の時間と回数 を測定 した。同様に,
福島9)は喉頭の挙上運動 をひずみ トランスデュー
サ を用いた装置で測定 してい る。また,Afkari10)
は加速度計とともに,筋 電図とマイクロフォンの


























室温 を変化 させて繰 り返 し加圧 したときに発生す
る圧力を測定 した。その結果,室 温が上昇するに
つれ,計 測値が増加 した。これは,セ ンサを覆っ
ている透明シー トの弾力が,室 温の高低 により変
化 したためと考え られた。また,室 温 が20℃と






軟骨の動態 を観察 した。その結果,杏 仁豆腐では,
甲状軟骨の運動開始から運動終了まで比較的円滑
な波形が得 られた。一方,シ フォンケーキでは上











アーサイ ドで,患 者への肉体的,精 神的な負担 も
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